
①「自転車活用促進・ツーリズム推進部会」について

設置背景

○近年、「健康志向」や「環境意識」を背景とした「サイクリングブーム」が高まってきており、この
好機を逃すことなく、本県では、世界三大潮流に数えられる「鳴門海峡の渦潮」を跨ぎ、淡路島を一周
する「アワイチ」と「四国一周」の２つのサイクリングルートを繋ぐ、「大鳴門橋自転車道の整備」に
兵庫県と連携して取り組んでおり、令和９年度の完成を目指し、着工しているところ。

○この開通効果を最大限発揮するために、「安全・快適な走行環境」の整備、「観光も含めた受入環境」
の充実、情報発信及び取組体制の構築など、ハード・ソフト両面から機運を高めていく必要がある。

○これまで「自転車利用促進協議会」として、自転車を活用した県民の健康寿命の延伸、子どもの体力
低下などの課題解決を図り、生涯スポーツの推進に寄与してきた取り組みに加え、

○「自転車活用検討委員会」に新たに「自転車活用促進・ツーリズム推進部会」を設け、
有識者や関係団体・事業者の皆様とともに、

・観光を含めた地域の魅力発信
・ツアーガイドの養成をはじめ、サイクリストの多様なニーズに応じたサポート環境の充実
・ロードバイクを分解することなく車内に持ち込める大型バス「サイクル・キャビン」の活用

などのソフト面について検討し、官民一体となって、「サイクルツーリズムの拡大」に向けた取組を
推進し、サイクルスポーツの普及促進を図り、「自転車王国とくしま」の一層の推進を目指す。

（資料１）



②「自転車王国とくしま」のこれまでの取り組み

・サイクルスポーツの推進を通じた、
県民のスポーツ実施率の向上や
健康増進、観光・文化の振興、
環境対策、サイクリストの裾野拡大
を図る。

事業名

  実施日 定員 参加者

1 7/2 12名 12名

2 9/17 8名 8名

3 10/28 10名 10名

4 1/21 10名 6名

実施日 定員 参加者

1 7/30 12名 9名

2 3/17 10名 7名

実施日

1 8/11

2 11/5

3 3/16

目指し、講座・実走・コース作りなどを実施（4名認定）。

1

2

3

 県内ライドイベントに、怪我・故障の予防処置を行うためのトレーナーを派遣し、サイクリストの安全安心を支援。

実施日 出走者 利用者 派遣数

1 10/1 那賀川流域センチュリーラン羽ノ浦大会 300名 26名 3名

2 11/12 「四国の右下」ロードライド 250名 19名 3名

3 11/19 さなごうち大川原高原ヒルクライムレース 171名 16名 3名

サイクリングのサポート、アクティビティの案内とトータルでサイクリングツアーガイドができる人材養成を

４ 健康サイクリング事業の実施
 県内事業所等を対象に、日常生活に自転車利用を取り入れた生活による健康づくりと「交通マナーの遵守」を

促進するため、「自転車通勤の促進」や「自転車利用五則の遵守」などを実践でき宣言できる事業所等を募集し、

健康サイクリング事業所に認定（現在17社）。

ライドイベン

トへの安全安

心の支援

イベント名

５ 情報発信の充実
 自転車王国とくしまホームページや公式SNS（X、Instagram、Facebook、ブログ）による、県内外の

ライドイベント案内、交通安全の普及啓発を実施。

 サイクルツーリズムを推進するため、大阪駅発着の「サイクル・キャビン」モニターツアーを実施。

1/14

実施日 参加者

10名

20名

22名

ひわさうみがめトライアスロン

四国の右下ロードライド

美波・牟岐ツアー

イベント名

自転車王国

とくしまビルド

アップ事業

（委託事業）

7/15～7/16

11/11～11/12

「サイクル・

キャビン」

運行事業

令和５年度事業の実施状況
内   容

１ 自転車王国とくしま公式コース等を活用した魅力あるサイクリングイベントの開催
（１）「とくしまグルメ」ポタリングツアー

（２）自転車王国とくしまPRサイクリング

２ 子ども向けイベント／ランニングバイク体験会の開催

３ サイクリングガイド養成事業の実施
 「大鳴門橋自転車道」開通を見据え、関西圏から橋を渡ってきたサイクリストにコース設定から観光案内、

イベント名

ランニングバイクで遊ぼう（とくしま動物園）

あつまれ！元気キッズ（美馬市うだつアリーナ）

ランニングバイクで遊ぼう（月見ヶ丘海浜公園）

参加者

18名

42名

51名

イベント名

「ヒルクライム体験会～佐那河内村・大川原高原～」

鳴門ヒルクライムコース～星越峠・卯辰峠～

イベント名

「～鴨島・善入寺島 歴史散策～」

「Buono ブランチ ride」

なるとうず「塩」ランチライド

「Hachisuka Sweets Ride」

・サイクルスポーツの普及促進を図るため、
県内各地に初心者から上級者までがサイクリング
を楽しめる、「自転車王国とくしま公式コース」を
２６コース設定。

・徳島の魅力を体験できるスポットや、サイクリスト
お役立ちコンテンツなどを盛り込んだ、県内を概ね
３泊４日で巡る「自転車王国とくしまGo aroundコー
ス」を設定。

・これらの公式コースを活用したサイクルツアーの開
催や、県内のサイクルイベントの充実と継続的な開催、
ロードバイクを分解することなく、そのまま客室内に
持ち込むことができる「サイクル・キャビン」の運行
などを実施。

サイクルコースの設定

コース活用を含めたサイクル事業の推進

目指す将来像



・BMX体験会を開催
・キックバイク体験会、レース大会を開催

子どものサイクルスポーツの推進

③ 今後の「自転車王国とくしま」推進（案）
サイクルツーリズム推進プロジェクト 「自転車でひろがる人・まち」づくりプロジェクト

・健康サイクリング事業所の認定
・健康サイクリングイベントを実施

健康サイクリングの推進

・自転車王国とくしま公式コースを活用した、
サイクリング・ポタリングツアーの開催

サイクルイベントの開催

・自転車を活用した観光振興等を促進す
るため、グルメ、観光、アウトドアス
ポーツなど、本県の魅力あるスポット
を自転車で巡る広域的なサイクリング
ルートを市町村、観光協会、DMO等と
連携しながら策定

・自転車王国とくしま公式コース（26
コース）、とくしまGo aroundコースの
ブラッシュアップ

広域的なサイクリングルートの充実

・トレーナーの配置⇒ライドイベントの安全支援
・著名人の招聘⇒ライドイベントの活性化
・ライドイベントの支援・誘致

さなごうち大川原 那賀川流域 トレーナー配置
高原ヒルクライム センチュリーラン

県内ライドイベントの充実

サイクルガイドの養成・活用

・おもてなしの心で国内外の観光客を案内できる
サイクルガイドを養成

・養成ガイドによる県内サイクルツアーの推進

・県外サイクリスト向けに、｢サイクル・キャビン｣を
活用した、サイクリング・
ポタリングツアーを実施

・サイクルツアーにおける、新たな
観光コンテンツの発掘・造成

・県警と連携し、交通安全教室を開催
・SNSによる情報発信
・サイクルイベント参加者へ交通安全啓発グッズを配布

交通安全啓発の推進

・スポーツ実施率の向上 ・県民の健康増進
・子どもの体力向上 ・交通マナーの向上

情報発信の充実

・本県のサイクル情報を自転車王国公式SNS等で発信
県内サイクリングコースのPR
県内ライド・サイクルイベントの紹介 等

・サイクルツーリズムの醸成 ・サイクリストの裾野拡大
・サイクリング環境の向上 ・サイクリスト向け情報発信の充実

自転車活用促進・ツーリズム推進部会
（スポーツ振興課、高規格道路課、観光政策課、市町村、観光協会、DMO）

サイクルツアーの実施

【サイクリングアイランド四国推進協議会】
四国４県が連携協力し、
・安全、快適なサイクリング環境の整備
・国内外への四国の魅力を発信

【 Setouchi Vélo協議会】
瀬戸内地域等において、
・サイクリングルートのネットワーク化
・サイクリングの推進エリア化
・国内外への情報発信

関係機関との連携強化（深化）



④ 各施策の計画位置づけ

・全国よりも人口減少・高齢化の進
行が早く、地域活性化に向けた観光
振興による交流人口拡大が必要。

・観光資源が広域に点在し、観光入
込客数は増加傾向にある。

また、「大阪・関西万博」や、
「ワールドマスターズゲームズ」、
「大鳴門橋自転車道の開通」など、
ビックイベントの開催を控え、外国
人旅行者をはじめとする観光客の来
訪が見込まれることから、観光客が
自転車を利用しやすい環境づくり、
サイクルイベントやサイクルコース
の認知度向上、地域の特色を活かし
た宿泊や付加価値の高いサイクル
ツーリズムの展開が必要。

・県民の平均寿命及び健康寿命が低
く、糖尿病粗死亡率は全国下位クラ
スである。また、日常的な運動習慣
は低水準で、子どもの運動能力は全
国平均より低いことから、自転車の
利用機会創出による、幅広い年齢層
での健康・体力づくりの促進が必要。

・自転車の交通事故は減少傾向にあ
るが、ヘルメット非着用の自転車乗
車中の死者の多くが頭部に致命傷を
負っていることから、交通ルールや
マナーの遵守、ヘルメット着用意識
等の向上が必要。
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「元気なとくしま」の推進

自転車事故のない安全で安心な社会の実現

サイクルスポーツを通じた健康で活力ある社会づくり

サイクルツーリズムの推進による魅力ある観光地域づくり

徳島ならではの資源を活用した新たな価値や魅力の創造

「豊かなとくしま」の推進

●● ● 施策2）スポーツ実施率の向上 ●

●

【目標３】

 施策1）児童・生徒の運動習慣化の促進

【目標２】
第
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徳
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ス

ポ
ー

ツ

推

進

 

 

 

 

計

画

● ● ●

●

 5-2）交通安全教室の開催 ●

 5-1）自転車交通安全運動の推進 ●

【目標５】

● ● ●

●

 4-2）サイクルスポーツのさらなる振興の推進 ● ● ● ●

 4-1）徳島エコスタイル等による自転車通勤の促進

【目標４】

 3-4）サイクリスト向け情報の充実 ● ●

 3-3）海外への情報発信の充実 ●

 3-1）サイクリングアイランド四国の推進 ● ● ●

計 画 目標・施策

サイクルツーリズム推進 「自転車でひろがる人・まち」づくり

第

２

次

徳

島

県

自

転

車

活

用

推

進

計

画

【目標１】

 1-4）各種交通機関との連携強化（モーダルコネクト） ● ●

 1-2）お遍路サイクルツーリズムの推進

 1-5）体験サイクリングの実施 ●

● ●

【目標３】

● ● ●



大鳴門橋自転車道の開通

取り組み内容 具体的な事業 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績：４名認定 目標：３名認定 目標：３名認定 目標：３名認定 目標：３名認定

目標：年３回実施 目標：年５回実施 目標：年７回実施 目標：年９回実施

情報発信の充実
自転車王国とくしまHP、公式SNSによる県内サイクル情報の発信。

※県内サイクルイベントの案内、サイクル補助制度の紹介等。

実績：年３回実施 目標：年２回実施 目標：年３回実施 目標：年３回実施 目標：年３回実施

本県玄関口の鳴門市から、県内全域を巡ることができるサイクルコースの設定。

自転車王国とくしま公式コース、とくしまGo aroundコースの

ブラッシュアップ

サイクリングアイランド四国推進協議会との連携 サイクリングによる四国４県のブランド価値向上、持続的な地域振興の実現。

Setouchi Velo協議会との連携 サイクリングによる瀬戸内地域のブランド価値向上、持続的な地域振興の実現。

目標：年２回実施 目標：年３回実施 目標：年３回実施

健康サイクリング事業所の認定

健康サイクリングイベントの開催

実績：年３回実施 目標：年２回実施 目標：年３回実施 目標：年４回実施 目標：年４回実施

目標：年２回実施 目標：年３回実施 目標：年４回実施

交通安全啓発の推進 自転車王国とくしまHP、公式SNSによる情報発信

E-bike、ミニベロ、グラベルロードバイクを活用した、

サイクリング・ポタリングツアーの開催。

BMXを活用したイベントの開催

※BMX体験会、BMXレース大会

サ
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ー
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ム
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ロ
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ェ

ク
ト

「
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人
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ち
」

づ
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り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

ライドイベントへのトレーナー配置による安全支援、著名人の招聘によるライドイベント

の活性化を図る。

※さなごうち大川原高原ヒルクライム、那賀川流域センチュリーラン、

Mt.高越ヒルクライム（R7予定）

県外サイクリスト向けに、「サイクル・キャビン」を活用した、

サイクリング・ポタリングツアーを開催する。サイクルツアーの実施

県内ライドイベントの充実

健康サイクリングの推進

広域的なサイクリングルートの充実

サイクルガイド養成講座を実施し、自転車王国とくしまサイクリングガイドを認定。

※コース作りやツアー開催に必要な基礎知識等を学ぶ講座を３回、

安全に走行するための知識とトラブルへの対応、集団走行での引率技術、走行技術を学ぶ

実技を２回実施。
サイクルガイドの養成・活用

サイクルガイドを活用したサイクリング・ポタリングツアーの開催。

※自転車王国とくしまサイクリングガイドに、サイクリングやポタリングツアーの企画を

依頼し、ガイドの特徴を活かしたツアーを実施。

キックバイクを活用したイベントの開催

※キックバイク体験会、キックバイクレース大会

子どものサイクルスポーツの推進

サイクルイベントの開催

サイクルガイド養成講座の実施 ・自転車王国とくしまサイクリングガイドの認定

検 討 サイクリング・ポタリングツアーの開催

検討・調査

検討 ・調査 試走 ・認定 活用 ・PR

各種情報の収集 ・発信

ライドイベントへの支援

連 携

連 携

各種情報の収集・発信

継続開催

イベントの開催検 討

試走 ・認定 活用 ・PR

健康サイクリング事業所の募集・認定

検 討 健康サイクリングイベントの実施

検 討 サイクルイベントの実施

県外向けサイクルツアーの開催

⑤ 実現に向けた工程表


